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7-1-8 電波障害 

（1）地形改変後の土地及び工作物の存在(土地又は工作物の存在及び供用) 

 1）調査内容 

① 調査項目 

調査項目は、表7-1-8-1に示すとおりとした。 

 

表7-1-8-1 地形改変後の土地及び工作物の存在に係る調査項目 

調査内容 調査項目 

テレビ電波の受信状況 

テレビの受信画質の状況及びテレビ電波の強

度の状況、共同アンテナ等の設置状況等テレ

ビの受信形態 

テレビ電波の送信状況 

放送局の送信所の送信場所、送信アンテナ高

さ、送信出力及び事業実施区域と送信アンテ

ナとの距離の状況 

 

② 調査期間 

調査期間は、表7-1-8-2に示すとおりとした。 

 

表7-1-8-2 地形改変後の土地及び工作物の存在に係る調査期間 

調査内容 調査項目 調査期間 

テレビ電波

の受信状況 

テレビの受信画質の状況及びテレビ電

波の強度の状況、共同アンテナ等の設

置状況等テレビの受信形態 

平成 29 年 11 月 27 日 

テレビ電波

の送信状況 

放送局の送信所の送信場所、送信アン

テナ高さ、送信出力及び事業実施区域

と送信アンテナとの距離の状況 

既存資料が得られる期間 

 

③ 調査方法 

調査方法は、表7-1-8-3に示すとおりとした。 

 

表7-1-8-3 地形改変後の土地及び工作物の存在に係る調査方法 

調査内容 調査項目 調査方法 

テレビ電波

の受信状況 

テレビの受信画質の状況及び

テレビ電波の強度の状況、共

同アンテナ等の設置状況等テ

レビの受信形態 

テレビの受信画質及びテレビ電波の強度

の状況については｢建造物によるテレビ受

信障害調査要領(地上デジタル方法)｣(平成

22 年 3 月、社団法人日本 CATV 技術協

会)に基づき、テレビ電波測定車を用いて

路上で画像評価、端子電圧測定、BER 測

定を行い、測定結果から品質評価を行っ

た。 

共同アンテナ等の設置状況等テレビの受

信形態は既存資料等の収集整理、現地確

認により共同アンテナの設置状況や商業

用 CATV の敷設状況を確認した。 

テレビ電波

の送信状況 

放送局の送信所の送信場所、

送信アンテナ高さ、送信出力

及び事業実施区域と送信アン

テナとの距離の状況 

既存資料等の収集整理による方法とし

た。 



第 7 章 7-1-8 電波障害（1）地形改変後の土地及び工作物の存在(土地又は工作物の存在及び供用)  

7-1-8-2 

④ 調査地点 

調査地点は、表7-1-8-4及び図7-1-8-1に示すとおりとした。 

 

表7-1-8-4 地形改変後の土地及び工作物の存在に係る調査地点 

調査内容 調査項目 調査地点 

テレビ電波

の受信状況 

テレビの受信画質の状況及び

テレビ電波の強度の状況、共

同アンテナ等の設置状況等テ

レビの受信形態 

調査地点は、事業実施区域の南東側(遮へ

い側)で住居等が存在する範囲周辺の概ね

30～50m 間隔に設置した。 

テレビ電波

の送信状況 

放送局の送信所の送信場所、

送信アンテナ高さ、送信出力

及び事業実施区域と送信アン

テナとの距離の状況 

テレビ電波の送信局である札幌局を対象

とした。 
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凡    例 

 現 駒 岡 清 掃 工 場 

 事 業 実 施 区 域 

 電 波 障 害 調 査 地 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

注：この地図は、国土地理院発行の 2 万 5 千分の 1

地形図(石山)を拡大して使用したものである 
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図7-1-8-1 電波障害調査地点 

② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

電波到来方向 
(札幌局) 



第 7 章 7-1-8 電波障害（1）地形改変後の土地及び工作物の存在(土地又は工作物の存在及び供用)  

7-1-8-4 

 2）調査結果 

① テレビ電波の受信状況 

地上デジタル放送のテレビ電波の受信状況を表7-1-8-5に示す。 

電波の強度(端子電圧)は、45.1～66.6dB(μV)であった。 

画質評価は、全ての地点、チャンネルで｢○(良好に受信)｣であった。 

なお、後述する障害予測範囲内の住居は1戸で、普通アンテナにより受信しており、

共同アンテナの設置、CATVの敷設は確認できなかった。 

 

表7-1-8-5 テレビ電波の受信状況 

調査 

地点 
調査項目 

受信局名(札幌局) 
アンテナ高 

(m) 
NHK 教育 TVｈ NHK 総合 HBC STV HTB UHB 

13ch 14ch 15ch 19ch 21ch 23ch 25ch 

1 

端子電圧 64.7 66.2 65.4 66.4 66.6 66.1 62.6 8 

品質評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 

等価 CN 比 32.7 33.1 32.8 33.0 33.1 32.1 32.7 8 

2 

端子電圧 58.6 59.5 59.3 56.9 56.0 53.4 47.5 8 

品質評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 

等価 CN 比 32.6 32.6 32.8 32.7 31.9 31.6 30.3 8 

3 

端子電圧 64.7 59.8 59.4 61.5 60.9 63.1 56.8 8 

品質評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 

等価 CN 比 32.9 32.7 31.0 32.7 32.9 32.3 32.2 8 

4 

端子電圧 56.6 58.1 58.4 54.6 58.4 60.1 57.3 8 

品質評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 

等価 CN 比 32.3 32.5 32.4 30.3 32.8 32.9 32.5 8 

5 

端子電圧 55.5 52.4 47.8 51.8 51.4 48.8 48.5 8 

品質評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 

等価 CN 比 32.3 31.4 24.7 31.0 30.5 30.0 31.0 8 

6 

端子電圧 50.8 51.2 51.0 56.0 54.6 45.1 50.3 8 

品質評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 

等価 CN 比 30.6 29.6 29.7 32.5 32.1 23.1 31.3 8 

7 

端子電圧 55.8 55.7 56.8 54.3 52.8 54.0 50.9 8 

品質評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 

等価 CN 比 32.0 32.6 32.5 31.8 30.4 31.4 31.7 8 

デジタル波の端子電圧(受信レベル)は 75Ω終端値

[dB(μV)]で表示した。 

放送波は 64QAM：3/4 モードである。 

品質評価は次の基準による評価である。 

○：良好に受信 

△：ブロックノイズや画面フリーズが認められる 

×：受信不能 
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② テレビ電波の送信状況 

テレビ電波の送信状況を表7-1-8-6に示す。 

 

表7-1-8-6 テレビ電波の送信状況(札幌局) 

送信 

チャンネル 
局名 

送信出力 

(kW) 

送信場所・

アンテナ高 

事業実施区域と送信

アンテナとの距離 

13 NHK 教育 3 

手稲山 

(アンテナ高

1,059.5m) 

事業実施区域の 

北西方向約 18km 

14 TVｈテレビ北海道 3 

15 NHK 総合 3 

19 HBC 北海道放送 3 

21 STV 札幌テレビ放送 3 

23 HTB 北海道テレビ放送 3 

25 UHB 北海道文化放送 3 
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 3）予測内容 

① 予測項目 

予測項目は、施設の存在による電波障害(テレビ電波)の影響の程度とした。 

 

② 予測方法 

テレビ電波の強度の状況の調査結果及びテレビ電波の送信状況をもとに、日本放

送協会(NHK)で開発された、遮へい障害予測計算の実用式及び反射障害予測計算の実

用式により、テレビ電波の障害範囲を定量的に予測した。 

【しゃへい障害予測計算の実用式】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  〔障害幅Ｗ0[m]〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ｈ１  ：送信アンテナ高[m]、ｈ２  ：受信アンテナ高[m] 
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【反射障害予測計算の実用式】 

   〔希望波と反射波の強さの比 Ｄ/Ｕ[dB]〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〔各距離における障害片幅 Ｗ0/２[m]〕 

  

 

 

 

 

③ 予測地域 

予測地域は、調査地域と同じ地域(事業実施区域の南東側及び北西側1㎞)とした。 

 

④ 予測時期 

予測時期は、施設が完成した時期とした。 

 

⑤ 予測条件 

計画施設の規模を表7-1-8-7に示す。 

 

表7-1-8-7 計画施設の規模 

計画施設 幅(東西) 奥行き(南北) 高さ 

焼却施設 80m 125m 
40m 

(煙突 100m) 

破砕施設 70m 100m 30m 

管理棟 40m 25m 14m 
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 4）予測結果 

テレビ電波の受信障害予測範囲を図7-1-8-2に示す。 

計画建築物による遮へい障害は、電波が到来する北西方向の反対側となる南東方

向に発生する可能性があると予測される。なお、反射障害については、発生しない

と予測される。 

 

 5）環境保全のための措置 

施設の存在による電波障害(テレビ電波)の影響については、次のとおり環境保全

のための措置を講じる計画である。 

・本施設に起因するテレビ電波障害が確認された場合は、障害の状況に応じて、

受信アンテナの高さや位置の変更、高性能なアンテナへの交換、共同受信方式へ

の変更等の対策を実施する。 

 

 6）評価 

① 環境影響の回避、低減に係る評価 

施設の存在による電波障害の範囲を予測した結果、事業実施区域の南東方向に遮

蔽障害が発生する可能性があると予測された。このため、施設に起因するテレビ電

波障害が確認された場合は、障害の状況に応じて適切な対策を実施することにより、

電波障害の影響は回避できるものと評価する。 
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凡    例 

 現 駒 岡 清 掃 工 場 

 事 業 実 施 区 域 

 遮 へ い 障 害 予 測 範 囲 

 

注：この地図は、国土地理院発行の 2 万 5 千分の 1

地形図(石山)を拡大して使用したものである 
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図7-1-8-2 

 電波障害発生範囲の予測結果 

電波到来方向 
(札幌局) 


